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離
婚
し
た
父
母
の
う
ち
、
子
の
親
権
者
と
定
め
ら
れ
た
父
が
、
法
律
上
は
監
護
権
を
有
し
な
い
母
に
対
し
て
、
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排

除
請
求
と
し
て
、
子
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
こ
と
が
、
権
利
の
濫
用
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
事
例

最
高
裁
第
三
小
法
廷
平
成
二
九
年
一
二
月
五
日
決
定

（
平
成
二
九
年
（
許
）
第
一
七
号
、
子
の
引
渡
し
仮
処
分
命
令
申
立
て
却
下
決
定
に
対
す
る
抗
告
棄
却
決
定
に
対
す
る
許
可
抗
告
事
件
、

民
集
七
一
巻
一
〇
号
一
八
〇
三
頁
・
裁
時
一
六
八
九
号
一
三
頁
・
判
タ
一
四
四
六
号
六
二
頁
・
判
時
二
三
六
五
号
六
七
頁
・
家
庭
の
法

一
五
号
九
七
頁
）

第
一
審
：
那
覇
地
方
裁
判
所
平
成
二
九
年
四
月
二
六
日
決
定
（
平
成
二
九
（
ヨ
）
第
三
一
号
）

抗
告
審
：
福
岡
高
裁
那
覇
支
部
平
成
二
九
年
六
月
六
日
決
定
（
平
成
二
九
（
ラ
）
第
二
一
号
）

民
事
判
例
研
究
「
子
の
引
き
渡
し
請
求
と
権
利
濫
用
」

小　

川　

富　

之



判 例 評 釈

阪経法論 87（’22. 9）　96

参
照
条
文
：
民
法
一
条
三
項
、
八
二
〇
条

本
件
は
、
離
婚
し
た
父
母
の
う
ち
、
長
男
の
親
権
者
と
定
め
ら
れ
た
父
（
抗
告
人
）
が
、
法
律
上
監
護
権
を
有
し
な
い
母
を
債
務
者
と

し
、
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
権
を
被
保
全
権
利
と
し
て
、
長
男
の
引
渡
し
を
求
め
た
仮
処
分
命
令
の
申
立
て
を
し
た
と
こ
ろ
、
原

審
が
、
本
件
申
立
て
の
本
案
は
家
事
事
件
手
続
法
別
表
第
二
の
三
項
所
定
の
子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
で
あ
り
、
民
事
訴
訟

の
手
続
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
本
件
申
立
て
は
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
却
下
し
た
た
め
、
抗
告
人
が
許
可
抗
告
し
た
事
案
に
お

い
て
、
抗
告
人
が
母
に
対
し
て
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
長
男
の
引
渡
し
を
求
め
る
こ
と
は
、
民
事
訴
訟
の
手
続
き
で
で
き

る
と
し
た
う
え
で
、
こ
の
請
求
を
権
利
の
濫
用
に
当
た
る
と
し
、
本
件
申
立
て
は
却
下
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
旨
の
原
審
の
判

断
は
、
結
論
に
お
い
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
抗
告
を
棄
却
し
た
事
例
。

《
事
実
》

Ｘ
（
父
）
と
Ｙ
（
母
）
の
間
に
平
成
二
二
年
九
月
に
子
Ａ
（
長
男
）
が
誕
生
し
た
後
、同
月
に
婚
姻
の
届
出
を
し
た
。
Ｙ
は
、平
成
二
五

年
二
月
に
、
Ａ
を
連
れ
て
Ｘ
と
別
居
し
単
独
で
こ
れ
ま
で
四
年
以
上
に
わ
た
っ
て
Ａ
の
監
護
を
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
平
成
二
八
年
三
月

に
、
Ｘ
と
Ｙ
は
Ａ
の
親
権
者
を
Ｘ
と
定
め
て
協
議
離
婚
し
た
。

協
議
離
婚
に
際
し
て
、
離
婚
後
に
作
成
さ
れ
た
平
成
二
八
年
四
月
二
日
付
の
「
誓
約
書
」
に
は
、
Ｙ
は
、
Ｘ
を
Ａ
の
親
権
者
と
認
め
て

一
切
争
わ
な
い
こ
と
、
Ｙ
が
同
日
か
ら
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
間
、
Ａ
を
監
護
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
後
の
監
護
に
つ
い
て
は

Ｘ
の
別
途
承
認
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。

Ｙ
は
、
平
成
二
八
年
五
月
一
八
日
頃
、
Ｘ
を
被
告
と
し
て
、
Ｘ
と
の
協
議
離
婚
届
け
を
す
る
際
に
し
た
Ａ
の
親
権
者
を
Ｘ
と
指
定
す
る
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協
議
の
無
効
確
認
の
訴
え
を
那
覇
家
庭
裁
判
所
に
提
起
し
（
同
裁
判
所
平
成
二
八
年
（
家
ホ
）
第
一
四
号
親
権
者
指
定
協
議
無
効
確
認
事

件
）、
そ
の
訴
状
で
、
Ｙ
が
Ａ
を
連
れ
て
別
居
し
そ
の
監
護
を
続
け
て
い
る
状
態
で
、
Ｙ
に
事
前
の
相
談
も
な
く
Ａ
の
親
権
者
を
Ｘ
と
す
る

協
議
離
婚
届
け
が
Ｘ
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
こ
と
、
離
婚
後
に
作
成
さ
れ
た
「
誓
約
書
」
が
錯
誤
無
効
ま
た
は
詐
欺
に
よ
り
取
消
し
得
べ
き

も
の
で
あ
る
と
の
主
張
を
し
て
い
た
が
、
平
成
二
八
年
九
月
二
三
日
に
、
こ
の
訴
え
を
取
り
下
げ
た
。

Ｙ
は
平
成
二
八
年
一
二
月
八
日
頃
、
現
在
Ｙ
が
Ａ
と
同
居
し
て
養
育
し
て
お
り
、
親
権
者
を
Ｙ
に
変
更
し
な
い
と
不
便
で
あ
り
、
そ
も

そ
も
親
権
者
指
定
自
体
、
十
分
な
協
議
が
行
わ
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
監
護
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
Ｘ
の
希
望
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
Ｘ
を
相
手
方
と
し
て
、
Ａ
の
親
権
者
を
Ｙ
に
変
更
す
る
こ
と
を
求
め
る
調
停
を
東
京
家
庭
裁
判
所
に
申
し

立
て
た
。

Ｘ
は
、
平
成
二
九
年
四
月
、
Ｙ
を
債
務
者
と
し
て
、
本
件
申
立
て
（
子
の
引
き
渡
し
請
求
）
を
し
た
が
、
Ｙ
は
Ａ
の
引
渡
し
を
拒
絶
し

て
い
る
。

第
一
審
（
那
覇
地
裁
）
決
定
：
却
下
（
抗
告
）

１
．
離
婚
後
の
親
権
者
で
あ
る
親
か
ら
非
親
権
者
で
あ
る
親
に
対
す
る
子
の
引
き
渡
し
請
求
は
、
子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
と
し
て
家
事

審
判
事
項
に
該
当
す
る
（
民
法
七
六
六
条
二
項
・
三
項
、
家
事
事
件
手
続
法
三
九
条
・
別
表
二
第
三
項
）。

２
．
家
事
審
判
事
件
は
、
家
事
審
判
の
手
続
き
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
、
子
の
陳
述
の
聴
取
、
家
庭
裁
判
所
調
査
官
に
よ
る
調
査
そ

の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
子
の
意
思
を
把
握
す
る
よ
う
に
努
め
、
審
判
を
す
る
に
当
た
り
、
子
の
年
齢
及
び
発
達
の
程
度
に
応
じ

て
、
そ
の
意
思
を
考
慮
し
て
（
家
事
事
件
手
続
法
六
五
条
）、
家
庭
の
平
和
と
健
全
な
親
族
共
同
生
活
の
維
持
を
図
る
と
い
う
家
事
事
件

手
続
法
の
趣
旨
に
よ
り
、
通
常
の
民
事
訴
訟
の
手
続
き
に
よ
る
こ
と
は
、
認
め
ら
れ
な
い
（
宮
崎
地
方
裁
判
所
都
城
支
部
昭
和
三
五
年
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九
月
二
九
日
判
決
家
庭
裁
判
月
報
一
二
巻
一
一
号
一
三
六
頁
。
最
高
裁
判
所
昭
和
四
二
年
二
月
一
七
日
第
二
小
法
廷
決
定
民
集
二
一
巻

一
号
一
三
三
頁
参
照
）。

３
．
債
権
者
が
指
摘
す
る
判
例
（
大
審
院
大
正
一
〇
年
一
〇
月
二
九
日
判
決
民
録
二
七
輯
一
八
四
七
頁
、
最
高
裁
判
所
昭
和
三
五
年
三
月

一
五
日
第
三
小
法
廷
判
決
民
集
一
四
巻
三
号
四
三
〇
頁
、
最
高
裁
判
所
昭
和
三
八
年
九
月
一
七
日
第
三
小
法
廷
判
決
民
集
一
七
巻
八
号

九
六
八
頁
及
び
最
高
裁
判
所
昭
和
五
九
年
九
月
二
八
日
第
二
小
法
廷
判
決
家
庭
裁
判
月
報
三
七
巻
五
号
三
九
頁
）
は
、
い
ず
れ
も
離
婚

後
の
父
母
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
子
の
引
渡
請
求
を
通
常
の
民
事
訴
訟
に
よ
り
認
め
た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件
と
事

案
を
異
に
す
る
か
ら
、
本
件
に
適
切
で
な
い
。

４
．
本
件
の
本
案
は
、
家
事
審
判
事
項
で
あ
り
、
地
方
裁
判
所
に
管
轄
権
が
な
い
不
適
法
な
も
の
で
あ
り
、
家
事
審
判
事
項
に
つ
い
て
は
、

審
判
又
は
調
停
が
係
属
す
る
家
庭
裁
判
所
が
審
判
前
の
保
全
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
家
事
事
件
手
続
法
一
〇
五
条
、

一
五
七
条
一
項
三
号
の
趣
旨
に
照
ら
す
と
、
本
件
申
立
て
も
、
や
は
り
地
方
裁
判
所
に
管
轄
が
な
い
不
適
法
な
も
の
で
あ
る

５
．（
な
お
、）
本
件
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
と
同
居
し
て
い
る
子
の
所
在
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
で
あ
る
当
庁
に
管
轄
を
認
め

る
余
地
が
な
く
は
な
い
と
し
て
も
（
＊

民
事
保
全
法
一
二
条
一
項
）、
本
案
が
不
適
法
で
あ
り
、
本
案
認
容
の
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
保
全
の
理
由
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

６
．
し
た
が
っ
て
、
本
件
申
立
て
は
、
審
尋
を
経
る
ま
で
も
な
く
、
却
下
す
る
ほ
か
な
い
。

７
．（
な
お
、）
本
件
申
立
て
の
趣
旨
及
び
理
由
に
照
ら
し
、
本
件
を
家
事
事
件
手
続
法
に
基
づ
く
審
判
前
の
保
全
処
分
の
申
立
て
と
見
る

余
地
は
な
い
か
ら
、
本
件
を
家
事
事
件
手
続
法
九
条
一
項
に
よ
り
家
庭
裁
判
所
に
移
送
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

＊

民
事
保
全
法
一
二
条
一
項

保
全
命
令
事
件
は
本
案
の
管
轄
裁
判
所
又
は
仮
に
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
若
し
く
は
係
争
物
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
が
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管
轄
す
る
。

抗
告
審
（
福
岡
高
等
裁
判
所
那
覇
支
部
）
決
定
：
抗
告
棄
却
（
許
可
抗
告
）

１
．
本
件
は
、
抗
告
人
（
父
・
Ｘ
）
が
、
相
手
方
（
母
・
Ｙ
）
に
対
し
、
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
権
を
被
保
全
権
利
と
し
て
、
現

在
Ｙ
の
下
に
い
る
Ｘ
と
Ｙ
と
の
長
男
（
Ａ
）
の
仮
の
引
き
渡
し
を
申
し
立
て
た
民
事
保
全
の
事
案
で
あ
る
。

２
．
Ｘ
と
Ｙ
は
、
Ａ
の
親
権
者
を
Ｘ
と
定
め
て
協
議
離
婚
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
親
権
者
で
あ
る
Ｘ
と
Ａ
を
連
れ
て
別
居
後
監
護
を
続

け
て
き
た
Ｙ
と
の
間
で
、
Ａ
の
監
護
に
関
し
、
い
ず
れ
が
Ａ
の
監
護
を
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
を
め
ぐ
る
紛
争
が
存
在
し
て
い
る
。

３
．
Ｙ
か
ら
親
権
者
変
更
の
調
停
の
申
立
て
が
あ
り
、別
居
後
現
在
に
至
る
ま
で
Ｙ
が
Ａ
の
監
護
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
照
ら
し
て
も
、

Ａ
の
引
渡
し
の
可
否
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
父
母
の
い
ず
れ
の
監
護
に
服
す
る
こ
と
が
子
の
福
祉
に
沿
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
検

討
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
判
断
は
親
権
者
変
更
の
調
停
の
審
理
経
過
及
び
結
果
を
も
踏
ま
え
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

４
．
本
件
の
本
案
に
つ
い
て
は
、
子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
（
民
法
七
六
六
条
二
項
・
三
項
、
家
事
事
件
手
続
法
三
九
条
・
別
表
第
二
第

三
項
）
と
し
て
、
家
事
審
判
事
項
に
該
当
す
る
。

５
．
地
方
裁
判
所
に
対
し
て
さ
れ
た
家
事
審
判
事
項
を
本
案
と
す
る
本
件
申
立
て
は
不
適
法
で
、
審
判
又
は
調
停
が
係
属
す
る
家
庭
裁
判

所
に
対
す
る
審
判
前
の
保
全
処
分
（
家
事
事
件
手
続
法
一
〇
五
条
、
一
五
七
条
一
項
三
号
）
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

８
．（
な
お
、）
本
件
申
立
て
の
趣
旨
及
び
理
由
に
照
ら
し
、
本
件
を
家
事
事
件
手
続
法
に
基
づ
く
審
判
前
の
保
全
処
分
の
申
立
て
と
見
る

余
地
は
な
い
か
ら
、
本
件
を
家
事
事
件
手
続
法
九
条
一
項
に
よ
り
家
庭
裁
判
所
に
移
送
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

最
高
裁
判
所
の
判
断
：
抗
告
棄
却
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1
．
判
決
要
旨

離
婚
し
た
父
母
の
う
ち
子
の
親
権
者
と
定
め
ら
れ
た
父
が
法
律
上
の
監
護
権
を
有
し
な
い
母
に
対
し
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
と
し
て

子
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
こ
と
は
、
次
の
（
1
）〜（
3
）
な
ど
判
示
の
事
情
の
下
に
お
い
て
は
、
権
利
の
濫
用
に
当
た
る
。

（
1
）�
子
が
七
才
で
あ
り
、
母
は
、
父
と
別
居
し
て
か
ら
四
年
以
上
、
単
独
で
子
の
監
護
に
当
た
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
子
の
利
益

の
観
点
か
ら
相
当
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
疎
明
が
な
い
。

（
2
）�

母
は
、
父
を
相
手
方
と
し
て
子
の
親
権
者
の
変
更
を
求
め
る
調
停
を
申
し
立
て
て
い
る
。

（
3
）�

父
が
、
子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
と
し
て
で
は
な
く
、
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
子
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
合
理
的

な
理
由
を
有
す
る
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。

＊

木
内
道
祥
裁
判
官
の
補
足
意
見
が
あ
る
。

2
．
理
由

（
１
）�

離
婚
し
た
父
母
の
う
ち
子
の
親
権
者
と
定
め
ら
れ
た
一
方
は
、
民
事
訴
訟
の
手
続
き
に
よ
り
、
法
律
上
監
護
権
を
有
し
な
い
他
方

に
対
し
て
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
子
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
る（
最
高
裁
昭
和
三
二
年

（
オ
）
第
一
一
六
六
号
同
三
五
年
三
月
一
五
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
一
四
巻
三
号
四
三
〇
頁
、
最
高
裁
昭
和
四
五
年
（
オ
）

第
一
三
四
号
同
年
五
月
二
二
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
判
例
時
報
五
九
九
号
二
九
頁
）。

（
２
）�

親
権
を
行
う
者
は
子
の
利
益
の
た
め
に
子
の
監
護
を
行
う
権
利
を
有
す
る
（
民
法
八
二
〇
条
）
か
ら
、子
の
利
益
を
害
す
る
親
権

の
行
使
は
、
権
利
の
濫
用
と
し
て
許
さ
れ
な
い
。

（
３
）�

本
件
に
お
い
て
は
、
長
男
が
七
才
で
あ
り
、
母
は
、
抗
告
人
と
別
居
し
て
か
ら
四
年
以
上
、
単
独
で
長
男
の
監
護
に
当
た
っ
て
き
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た
も
の
で
あ
っ
て
、
母
に
よ
る
上
記
監
護
が
長
男
の
利
益
の
観
点
か
ら
相
当
な
も
の
で
は
な
い
と
の
疎
明
は
な
い
。
そ
し
て
、
母

は
、
抗
告
人
を
相
手
方
と
し
て
長
男
の
親
権
者
の
変
更
を
求
め
る
調
停
を
申
し
立
て
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
長
男
に
お
い
て
、
仮

に
抗
告
人
に
対
し
引
き
渡
さ
れ
た
後
、
そ
の
親
権
者
を
母
に
変
更
さ
れ
て
、
母
に
対
し
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
短
期
間

で
養
育
環
境
を
変
え
ら
れ
、
そ
の
利
益
を
著
し
く
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
他
方
、
抗
告
人
は
、
母
を
相
手
方
と
し
、

子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
と
し
て
長
男
の
引
渡
し
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
さ
れ
、上
記
申
立
て
に
か
か
る
手
続
き
に

お
い
て
は
、
子
の
福
祉
に
対
す
る
配
慮
が
は
か
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
（
家
事
事
件
手
続
法
六
五
条
）、
抗
告
人
が
、
子
の
監
護
に

関
す
る
処
分
と
し
て
で
は
な
く
、親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
長
男
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
合
理
的
な
理
由
を
有
す
る

こ
と
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。

＊

木
内
道
祥
裁
判
官
の
補
足
意
見

家
庭
裁
判
所
は
子
の
利
益
の
た
め
に
後
見
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
そ
の
職
責
と
し
て
い
る
こ
と
等
を
基
に
、
父
と
母
と
の
間
に

お
け
る
子
の
引
き
渡
し
請
求
の
紛
争
は
原
則
と
し
て
、
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
き
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

《
研
究
》

第
一
審
と
原
審
が
、
本
件
の
申
立
て
の
本
案
で
あ
る
、
離
婚
後
の
親
権
者
で
あ
る
親
か
ら
非
親
権
者
で
あ
る
親
に
対
す
る
子
の
引
き
渡

し
請
求
は
、
子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
と
し
て
家
事
審
判
事
項
に
該
当
す
る
（
民
法
七
六
六
条
二
項
・
三
項
、
家
事
事
件
手
続
法
三
九
条
・

別
表
二
第
三
項
）
の
で
、
民
事
訴
訟
法
の
手
続
き
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、
不
適
法
却
下
と
し
た
の
に
対
し
て
、
最
高
裁
判
所

で
は
、
離
婚
し
た
父
母
の
う
ち
子
の
親
権
者
と
定
め
ら
れ
た
一
方
は
、
民
事
訴
訟
の
手
続
き
に
よ
り
、
法
律
上
監
護
権
を
有
し
な
い
他
方

に
対
し
て
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
子
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
し
た
う
え
で
、
そ
の
請
求
を
権
利
濫
用
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と
し
た
も
の
で
あ
り
、
最
高
裁
判
所
の
判
断
に
基
本
的
に
は
賛
成
で
あ
る
。

１　

本
判
決
の
位
置
づ
け

民
法
で
は
、
親
権
者
に
よ
る
子
の
引
き
渡
し
請
求
に
つ
い
て
の
明
文
で
の
規
定
は
な
い
が
、
判
例
（
注
１
）、
お
よ
び
学
説
と
も
に
、
親
権
者
の

有
す
る
監
護
教
育
の
権
利
義
務
を
行
使
す
る
た
め
に
、
親
権
者
に
よ
る
子
の
引
き
渡
し
請
求
を
認
め
て
お
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
異

論
が
な
い
と
い
え
る
。

子
の
引
き
渡
し
請
求
権
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
物
権
的
請
求
権
ま
た
は
準
物
権
的
請
求
権
と
同
視
し
て
い
た

が
、
現
在
で
は
、
子
の
人
格
尊
重
の
立
場
か
ら
、
親
権
者
の
監
護
教
育
権
行
使
を
妨
害
し
な
い
こ
と
を
請
求
す
る
「
妨
害
排
除
請
求
権
」

と
解
す
る
の
が
、
判
例
（
注
２
）、
学
説
（
注
３
）の
立
場
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
親
権
者
が
、
第
三
者
に
対
し
て
こ
の
請
求
を
す
る
場
合
に
は
民
事
訴
訟
の
手
続
き
に
よ
る
こ
と
に
な
る
が
、
家
事
審
判

手
続
き
に
お
い
て
、
親
権
者
で
な
い
親
や
非
監
護
親
が
、
単
独
親
権
者
や
監
護
親
に
対
し
て
、
親
権
者
の
指
定
・
変
更
、
子
の
監
護
に
関

す
る
処
分
と
し
て
の
監
護
者
の
指
定
を
求
め
る
と
と
も
に
、
子
の
引
き
渡
し
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
注
４
）

こ
と
か
ら
、
離
婚
の
際
に
親

権
者
と
定
め
ら
れ
た
者
が
、
子
を
監
護
し
て
い
る
他
方
の
親
に
対
し
て
、
監
護
者
の
指
定
そ
の
他
の
子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
を
求
め
な

い
ま
ま
、
子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
と
し
て
子
の
引
き
渡
し
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
学
説
お
よ
び
判
例
と
も

に
対
立
が
あ
っ
た
（
注
５
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
家
事
審
判
に
よ
る
子
の
引
き
渡
し
請
求
の
申
立
て
を
単
独
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
（
注
６
）

。
判
例
も
家
事
審
判
事
項
説
と
解
さ
れ

（
注
７
）

、
現
在
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
と
い
え
る
。

こ
の
家
事
審
判
事
項
説
に
立
っ
た
場
合
に
、
離
婚
の
際
に
親
権
者
と
定
め
ら
れ
た
一
方
の
親
が
、
民
事
訴
訟
の
手
続
き
で
親
権
に
基
づ

く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
子
を
監
護
し
て
い
る
他
方
の
親
に
対
し
て
、
子
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
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る
。
第
一
審
お
よ
び
原
審
と
も
に
こ
の
請
求
は
家
事
審
判
手
続
き
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
の
に
対
し
て
、
最

高
裁
は
、
手
続
法
上
、
民
事
訴
訟
に
よ
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
立
場
を
採
用
し
た
う
え
で
、
そ
の
請
求
の
可
否
に
つ
い
て
、
実
体
法
上
、

権
利
濫
用
を
理
由
に
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

２　

本
判
決
の
分
析
と
検
討

（
１
）
分
析

第
一
審
お
よ
び
原
審
と
も
に
、
手
続
法
的
観
点
か
ら
、
親
権
者
に
よ
る
子
の
引
き
渡
し
請
求
を
否
定
し
た
の
に
対
し
て
、
最
高
裁
判
所

は
、
手
続
法
的
観
点
か
ら
は
こ
れ
を
認
め
た
う
え
で
、
実
体
法
的
観
点
か
ら
、
一
般
原
則
で
あ
る
「
権
利
濫
用
法
理
」
を
用
い
て
そ
の
請

求
権
の
行
使
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
件
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
具
体
的
事
情
の
下
に
お
い
て
は
、
権
利
の
濫
用
に
あ
た
る
と
し
て
そ
の
判
断
基
準
が
示
さ
れ
た
。

①　

�

子
が
七
才
で
あ
り
、
母
は
、
父
と
別
居
し
て
か
ら
四
年
以
上
、
単
独
で
子
の
監
護
に
当
た
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
子
の
利
益

の
観
点
か
ら
相
当
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
疎
明
が
な
い
。

②　

�

母
は
、
父
を
相
手
方
と
し
て
子
の
親
権
者
の
変
更
を
求
め
る
調
停
を
申
し
立
て
て
い
る
。

③　

�

父
が
、
子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
と
し
て
で
は
な
く
、
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
子
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
合
理
的

な
理
由
を
有
す
る
と
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。

（
２
）
検
討

①　

民
事
訴
訟
手
続
き
で
親
権
に
基
づ
く
子
の
引
き
渡
し
請
求
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
（
手
続
法
上
の
問
題
）

最
高
裁
判
例
は
、
親
権
者
が
民
事
訴
訟
の
手
続
き
に
よ
り
法
律
上
監
護
権
を
有
し
な
い
で
事
実
上
子
を
監
護
し
て
い
る
者
に
対
し
て
、
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親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
子
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
（
注
８
）
、
こ
れ
は
離
婚
後
の
父
母
の
う
ち
の
一
方
に
対
す

る
も
の
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
（
注
９
）
。

学
説
上
は
、
離
婚
後
の
父
母
間
で
あ
っ
て
も
、
親
権
者
が
民
事
訴
訟
の
手
続
き
に
よ
り
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
子
の
引

き
渡
し
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
見
解（
（注

（
注

と
、
民
事
訴
訟
の
手
続
き
を
否
定
す
る
見
解（
（注

（
注

が
あ
る
。

民
事
訴
訟
の
手
続
き
に
よ
り
子
の
引
き
渡
し
請
求
が
で
き
る
か
否
か
と
、
子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
と
し
て
子
の
引
き
渡
し
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
と
は
、既
存
の
権
利
の
発
見
（〔
民
事
〕
訴
訟
事
項
）
と
権
利
義
務
の
形
成
（
審
判
事
項
）
と
い
う
次
元
の
異
な

る
も
の
で
あ
り
、形
成
裁
判
の
請
求
が
で
き
る
こ
と
を
理
由
に
給
付
訴
訟
を
求
め
る
こ
と
を
否
定
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
家
事
審
判
事
項
説
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
離
婚
の
際
に
親
権
者
と
定
め
ら
れ
た
者
が
民
事
訴
訟
の
手
続
き
に
よ
り
親
権
に

基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
他
方
の
親
に
対
し
子
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
こ
と
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い（
（注

（
注

。

親
権
は
、
平
成
二
三
年
法
律
第
六
一
号
に
よ
る
民
法
改
正
に
よ
り
、
民
法
八
二
〇
条
（
監
護
及
び
教
育
の
権
利
義
務
）
に
「
子
の
利
益

の
た
め
に
」
と
い
う
文
言
が
付
加
さ
れ
、
八
二
四
条
の
二
（
親
権
停
止
の
審
判
）
が
新
設
さ
れ
、
八
二
二
条
（
懲
戒
権
）
に
「
第
八
二
二

条
の
規
定
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
に
必
要
な
範
囲
で
」
と
い
う
文
言
が
付
加
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
「
親
権
」
の
内
容
が
子
に
対
す

る
「
権
利
」
で
は
な
く
、
子
の
利
益
を
実
現
す
る
「
義
務
」
を
履
行
す
る
た
め
に
親
権
者
に
賦
与
さ
れ
た
「
権
限
」
に
変
容
し
た
の
で
、

排
他
的
な
権
利
で
な
く
な
っ
た
と
解
す
れ
ば
、
そ
の
行
使
を
妨
げ
る
者
に
対
す
る
妨
害
排
除
の
請
求
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
そ

う
す
る
と
、
親
権
者
は
第
三
者
に
よ
る
子
の
拘
束
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
民
事
訴
訟
法
の
手
続
き
で
、
親
権
に
基
づ
く
子
の
引
渡
し
請
求

が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
民
法
七
六
六
条
（
離
婚
後
の
子
の
監
護
に
関
す
る
事

項
の
定
め
等
）
の
類
推
適
用
に
よ
り
家
事
審
判
の
手
続
き
に
従
い
家
庭
裁
判
所
に
対
し
て
、
監
護
に
関
す
る
処
分
と
し
て
子
の
引
き
渡
し

を
求
め
る
以
外
に
手
段
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
子
の
健
全
な
成
育
（
生
育
）、
子
の
最
善
の
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
こ
の
よ
う
に
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解
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
権
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
排
他
的
な
「
権
利
」
で
あ
る
と
解
さ
ざ
る
を

得
な
い（
（注

（
注

。
そ
こ
で
、
親
権
の
排
他
的
権
利
の
行
使
と
し
て
、
民
事
訴
訟
の
手
続
き
に
よ
り
、
法
律
上
監
護
権
を
有
し
な
い
他
方
に
対
し
て
、

そ
の
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
子
の
引
き
渡
し
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
し
た
も
の
で
あ
る
。

②　

子
の
引
き
渡
し
請
求
権
の
行
使
の
可
否
（
実
体
法
上
の
問
題
）

親
権
は
子
の
利
益
の
た
め
に
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
（
八
二
〇
条
）、親
権
の
行
使
が
困
難
ま
た
は
不
適
当
で
あ
る

こ
と
に
よ
り
子
の
利
益
を
害
す
る
と
き
に
は
、
家
庭
裁
判
所
は
申
立
て
に
よ
り
当
該
親
権
者
に
つ
い
て
親
権
停
止
の
審
判
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
八
三
四
条
の
二
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
然
、
子
の
利
益
を
害
す
る
親
権
の
行
使
が
権
利
の
濫
用
と
し
て

制
限
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
本
件
の
具
体
的
事
情
に
照
ら
し
て
、
子
の
引
き
渡
し
請
求
権
と
い
う
形
で
の
親
権
行

使
が
子
の
利
益
を
害
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

本
件
に
お
い
て
、
Ａ
は
七
歳
と
年
少
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
四
年
間
は
Ｙ
が
単
独
で
監
護
に
当
た
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
の
判
示
の
事
情

か
ら
す
る
と
、
Ｘ
が
協
議
離
婚
に
お
い
て
Ａ
の
親
権
者
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
親
権
者
が
Ｙ
に
変
更
さ
れ
る
蓋
然
性
が
あ
る

程
度
見
込
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
（注

（
注

。

Ａ
の
年
齢
や
Ｙ
の
単
独
監
護
の
期
間
等
を
考
慮
す
る
と
、
親
権
者
の
変
更
に
伴
い
Ａ
の
引
き
渡
し
が
繰
り
返
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
Ａ

の
利
益
侵
害
の
程
度
は
相
当
に
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
加
え
、
前
記
の
蓋
然
性
を
も
総
合
す
る
と
、
Ａ
の
Ｘ
へ
の
引
き
渡
し

請
求
が
認
容
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
権
者
変
更
が
生
ず
る
懸
念
が
大
き
い
。
そ
の
一
方
で
、
離
婚
後
の
父
母
の
う
ち
親
権
者
と
定
め

ら
れ
た
一
方
は
、
法
律
上
監
護
権
を
有
し
な
い
他
方
を
相
手
方
と
し
て
、
独
立
の
子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
と
し
て
子
の
引
き
渡
し
を
求

め
る
こ
と
も
で
き
る
と
解
さ
れ
る（
（注

（
注

。
そ
し
て
、
子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
と
し
て
Ａ
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
申
立
て
で
あ
れ
ば
、
家
事
事
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件
手
続
法
に
基
づ
き
審
理
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
子
の
意
思
を
把
握
し
審
判
を
す
る
に
当
た
り
こ
れ
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨

を
定
め
る
同
法
六
五
条
が
適
用
さ
れ
る
な
ど
、
子
の
福
祉
に
対
す
る
配
慮
が
図
ら
れ
、
前
記
の
と
お
り
に
懸
念
さ
れ
る
Ａ
の
引
き
渡
し
が

繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
し
や
す
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｘ
は
、
あ
え
て
前
記
申
立
て
を
せ
ず
、
民
事
訴
訟
の
手
続
き
に
よ
り
親
権
に

基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
Ａ
の
引
き
渡
し
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
つ
き
合
理
的
な
理
由
を
有
す
る
こ
と
は
う
か
が

わ
れ
ず（
（注

（
注

、そ
の
権
利
行
使
の
方
法
の
選
択
に
は
Ａ
の
福
祉
に
対
す
る
配
慮
が
な
い
と
み
ら
れ
て
も
致
し
方
な
い
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
の
Ａ
の
引
き
渡
し
請
求
権
の
行
使
が
権
利
の
濫
用
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
と
解
さ

れ
る
。

３　

こ
の
事
件
と
関
連
す
る
判
例
評
釈

秋
山
靖
浩
・
法
学
教
室
四
五
三
号
一
三
九
頁

田
中
寛
明
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
二
一
号
一
〇
七
頁

羽
生
香
織
・
民
商
法
雑
誌
一
五
四
巻
五
号
一
〇
三
六
頁

遠
藤
隆
幸
・
月
報
司
法
書
士
五
六
一
号
三
六
頁

田
中
寛
明
・
法
曹
時
報
七
〇
巻
一
一
号
二
三
三
頁

松
浦
聖
子
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
六
八
号
一
二
六
頁

合
田
篤
子
・
司
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
五
八
号
五
〇
頁

木
村
敦
子
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
五
三
一
号
七
七
頁

白
須
真
理
子
・
判
例
時
報
二
四
〇
五
号
一
五
八
頁
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田
中
寛
明
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
平
成
二
九
年
度
五
八
七
頁

吉
田
英
男
・
流
大
法
学
一
〇
一
号
八
七
頁

山
口
真
由
・
法
学
協
会
雑
誌
一
三
八
巻
八
号
一
八
一
頁

４　

結
論

本
決
定
は
、
親
権
を
排
他
的
権
利
と
し
て
、
そ
の
権
利
行
使
に
対
す
る
妨
害
の
排
除
を
す
る
た
め
に
、
子
の
引
き
渡
し
を
請
求
す
る
手

続
き
と
し
て
民
事
訴
訟
手
続
き
に
よ
る
こ
と
を
（
も
）
認
め
た
う
え
で
、
そ
の
権
利
行
使
が
権
利
濫
用
に
あ
た
る
と
し
た
事
例
判
決
で
あ

る
。
権
利
濫
用
と
さ
れ
る
要
件
と
し
て
、
本
件
の
具
体
的
事
情
と
の
関
係
で
、
次
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。

（
1
）�

子
が
七
才
で
あ
り
、
母
は
、
父
と
別
居
し
て
か
ら
四
年
以
上
、
単
独
で
子
の
監
護
に
当
た
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
子
の
利
益

の
観
点
か
ら
相
当
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
疎
明
が
な
い
。

（
2
）�

母
は
、
父
を
相
手
方
と
し
て
子
の
親
権
者
の
変
更
を
求
め
る
調
停
を
申
し
立
て
て
い
る
。

（
3
）�

父
が
、
子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
と
し
て
で
は
な
く
、
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
子
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
合
理
的

な
理
由
を
有
す
る
と
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。

離
婚
後
の
父
母
間
で
子
の
引
き
渡
し
が
問
題
と
な
る
事
案
に
お
い
て
、
親
権
者
が
地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
民
事
訴
訟
の
手
続
き
を
選

択
し
た
場
合
に
、
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
き
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
手
続
法
上
排
除
す
る
こ
と
は
し
な
い
も
の
の
、
そ
の
内

容
に
照
ら
し
て
民
事
訴
訟
の
手
続
き
に
適
し
な
い
事
案
に
つ
い
て
は
、
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
子
の
引
き
渡
し
を
求
め
る

合
理
的
な
理
由
を
有
す
る
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
ず
、
権
利
濫
用
に
あ
た
る
と
し
て
、
民
事
訴
訟
の
手
続
き
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
判
断
枠

組
み
を
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
実
務
上
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る（
（注

（
注

。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
の
場
合
、
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協
議
離
婚
の
際
に
親
権
者
と
な
ら
な
か
っ
た
母
が
、
離
婚
の
前
後
を
通
じ
て
子
を
四
年
以
上
に
わ
た
り
監
護
を
継
続
し
て
き
て
お
り
、
離

婚
後
の
子
の
監
護
に
関
し
て
父
母
間
で
の
協
議
で
も
、（
永
続
的
か
長
期
的
か
は
明
確
で
は
な
い
が
）
少
な
く
と
も
一
定
期
間
は
母
の
下
で

の
監
護
が
容
認
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
権
に
基
づ
く
子
の
引
き
渡
し
請
求
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た

緊
急
の
必
要
性
は
存
在
し
な
い
と
解
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
本
件
の
第
一
審
で
の
申
立
て
は
、
Ａ
の
仮
の
引
渡
し
で
あ
り
、
仮
処
分
申
立

て
の
適
法
要
件
は
、
被
保
全
権
利
の
存
在
と
保
全
の
必
要
性
で
あ
る
か
ら
、
保
全
の
必
要
性
の
欠
缺
を
理
由
と
し
て
却
下
さ
れ
た
と
解
す

る
余
地
も
指
摘
さ
れ
て
お
り（
（注

（
注

、
筆
者
も
こ
の
点
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

【
注
】

（
注
1
）�

最
三
小
判
昭
和
三
五
年
三
月
一
五
日
民
集
一
四
巻
三
号
四
三
〇
頁
、
最
三
小
判
昭
和
三
八
年
九
月
一
七
日
民
集
一
七
巻
八
号
九
六
八
頁
お
よ

び
最
二
小
判
昭
和
五
九
年
九
月
二
八
日
家
月
三
七
巻
五
号
三
九
頁
。

（
注
2
）�

前
掲
（
注
1
）
最
三
小
判
昭
和
三
八
年
九
月
一
七
日
。

（
注
3
）�

於
保
不
二
雄
＝
中
川
淳
『
新
版
注
釈
民
法
（
二
五
）〔
改
訂
版
〕』（
有
斐
閣
、
平
成
一
六
年
）
八
五
頁
〜
八
六
頁
。
意
思
能
力
の
な
い
子
の
場

合
に
は
端
的
に
こ
れ
を
引
き
渡
し
請
求
権
で
あ
る
と
解
す
る
見
解
も
あ
る
。

（
注
4
）�

家
事
事
件
手
続
法
一
五
四
条
三
項（
家
庭
裁
判
所
は
、子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
の
審
判
に
お
い
て
、子
の
監
護
を
す
べ
き
者
の
指
定
又
は
変
更
、

父
又
は
母
と
子
と
の
面
会
及
び
そ
の
他
の
交
流
、
子
の
監
護
に
要
す
る
費
用
の
分
担
そ
の
他
の
子
の
監
護
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
の
定
め
を

す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
に
対
し
、
子
の
引
渡
し
又
は
金
銭
の
支
払
そ
の
他
の
財
産
上
の
給
付
そ
の
他
の
給
付
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。）、

一
七
一
条
（
家
庭
裁
判
所
は
、
親
権
者
の
指
定
又
は
変
更
の
審
判
に
お
い
て
、
当
事
者
に
対
し
、
子
の
引
渡
し
又
は
財
産
上
の
給
付
そ
の
他

の
給
付
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。〔
即
時
抗
告
〕）。

（
注
5
）�

親
権
を
有
す
る
者
に
よ
る
、
そ
の
権
利
行
使
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
三
者
に
対
す
る
も
の
と
区
別
す
る
必
要
は
な
く
、
訴
訟
事
項
で
あ
る
と

解
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
た
（
鈴
木
忠
一
『
非
訟
・
家
事
事
件
の
研
究
』（
有
斐
閣
、
昭
和
四
六
年
）
二
六
頁
等
。

（
注
6
）�

家
事
審
判
事
項
説
。
能
見
善
久
＝
加
藤
新
太
郎
編
『
論
点
体
系
民
法
九
〔
第
二
版
〕』（
第
一
法
規
、平
成
二
五
年
）
一
四
〇
頁
（
宮
崎
幹
朗
）
等
。
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（
注
7
）�

最
一
小
判
平
成
二
一
年
五
月
二
五
日
判
時
二
〇
八
五
号
二
二
頁
。
離
婚
訴
訟
に
よ
り
子
の
親
権
者
と
な
っ
た
父
か
ら
母
に
対
す
る
子
の
引
渡

し
申
し
立
て
事
件
で
こ
れ
を
認
容
す
る
判
断
を
示
し
て
い
る
。

（
注
8
）�
前
掲
（
注
1
）
の
裁
判
例
。

（
注
9
）�

最
二
小
判
昭
和
四
五
年
五
月
二
二
日
判
時
五
九
九
号
二
九
頁
。

（
注
10
）�

高
橋
朋
子
他
『
民
法
七
（
親
族
・
相
続
）〔
第
四
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
）
一
〇
三
〜
一
〇
四
頁
、
梶
村
太
市
他
編
『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

民
事
保
全
法
』（
青
林
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
二
九
三
頁
（
堀
田
隆
）。

（
注
11
）�

福
島
恵
子
「
子
供
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
仮
処
分
」
判
タ
一
〇
七
八
号
一
八
七
頁
。
離
婚
後
の
父
母
間
で
あ
れ
ば
、
親
権
者
が
非
親
権
者
を

相
手
方
と
し
て
、
監
護
者
指
定
と
は
独
立
し
た
子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
と
し
て
子
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
民
事
訴
訟
の
手
続
き
に
よ
る
子
の
引
き
渡
し
請
求
を
認
め
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。

（
注
12
）�

田
中
寛
明
「
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
【
二
五
】
離
婚
し
た
父
母
の
う
ち
子
の
親
権
者
と
定
め
ら
れ
た
父
が
法
律
上
監
護
権
を
有
し
な
い
母
に

対
し
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
子
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
こ
と
が
権
利
の
濫
用
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
事
例
」
法
曹
時
報
七
〇
巻

一
一
号
二
四
五
頁
。

（
注
13
）�

民
法
八
二
二
条
（
懲
戒
権
）
の
規
定
自
体
は
残
さ
れ
て
お
り
、
他
の
規
定
を
含
め
て
捉
え
た
場
合
、
親
権
の
権
利
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
解
さ
れ
る
。

（
注
14
）�

本
決
定
で
は
、
Ｙ
が
親
権
者
変
更
の
調
停
を
申
し
立
て
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
が
、
Ｙ
が
前
記
調
停
な
い
し
審
判
の
申
立
て
意
思
を
喪
失
し

て
い
な
け
れ
ば
足
り
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
前
記
申
立
て
が
権
利
濫
用
と
判
断
す
る
た
め
に
必
須
の
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
判
時
二
三
六
五
号
六
八
頁
。

（
注
15
）�

能
見
善
久
＝
加
藤
新
太
郎
編　

前
掲
（
注
6
）
一
四
〇
頁
（
宮
崎
幹
朗
）。

（
注
16
）�

合
理
的
理
由
の
例
と
し
て
、
親
権
者
変
更
の
蓋
然
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
子
の
奪
取
方
法
が
明
ら
か
に
違
法
で
あ
る
こ
と
等
を
挙
げ
、

子
の
福
祉
に
対
す
る
配
慮
を
特
段
し
な
く
て
も
適
切
な
結
論
が
得
ら
れ
る
場
合
に
は
、
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
前
掲
（
注
14
）

六
八
頁
。

（
注
17
）�

前
掲
（
注
12
）
田
中
寛
明
二
四
八
頁
。
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（
注
18
）�

前
掲
（
注
12
）
田
中
寛
明
二
五
〇
頁
。
こ
の
中
の
（
注
29
）
で
の
言
及
で
あ
る
。
下
級
審
の
判
例
と
し
て
東
京
高
決
昭
和
五
六
年
七
月
三
〇

日
判
タ
四
五
三
号
八
六
頁
を
紹
介
し
て
い
る
。


